
令和６年度 認可保育所指導監査実施計画 

 

１ 基本方針                                   

認可保育所に対して、児童福祉法の規定により、船橋市児童福祉施設の設備及び運営

に関する基準を定める条例等の適合状況を把握し、改善の必要がある場合に指導・助言

を行うことにより、適正な施設の運営の確保を目的とする。 

 

２ 指導監査の方式及び回数                            

（１）一般監査 

関係法令・通知及び船橋市社会福祉法人等指導監査要綱に基づき、年度ごとに１回

以上実地により実施する。 

なお、新たに開設した施設については、開設年度又は次年度の早期に実施するもの

とする。（原則として、９月末までに開設した施設は開設年度に、１０月以降に開設

した施設は次年度の早期に実施する。） 

（２）特別監査 

運営等に問題を有する施設を対象に実施する。 

 

３ 指導監査の重点事項                              

前年度の指導監査の結果、国の通知等を踏まえ、以下を今年度の重点事項とする。 

（１）非常災害対策の強化 

火災、水害・土砂災害、地震等想定されるあらゆる災害に対処できる具体的な計

画を立て、訓練を定期的に実施しているか。 

（２）職員配置基準の遵守 

職員配置基準における職員の数及び資格等を満たしているか。 

（３）保育の質の確保・向上 

職員の資質向上のため、研修の機会を確保し、計画的に実施しているか。また、

職員の自己評価を踏まえ、施設の保育の内容等について自ら評価を行い、その改善

を図っているか。 

（４）感染症・食中毒の予防等の徹底 

感染症及び食中毒の予防及びまん延防止のための研修・訓練を実施しているか。 

（５）事故防止及び安全計画の策定等 

事故の発生防止の取組みや、発生時の対応等は適切に行われているか。また、児童

の安全の確保を図るため、日常生活における安全に関する指導、職員の研修及び訓

練など安全に関する事項についての計画を策定し、それに従って必要な措置を講じ

ているか。 

（６）虐待等の不適切な保育の未然防止 

児童の心身に有害な影響を与える行為をしていないか。児童の人権に十分配慮し、

一人一人の人格を尊重して運営を行っているか。 

（７）現金管理の適正化 

施設での現金の扱いについて、不正や誤りの発生を防止する体制がとられているか。 

（８）委託費等の適正な取扱いの徹底 

委託費について、国の通知に基づいた取扱いをしているか。 

 

 

 

 



４ 令和６年度指導監査実施数（予定）                       

 

対 象 
令和６年度計画 令和５年度実績 

対象数 計画数 増減 対象数 計画数 実施数 

認可保育所 ９８ ９８ ＋１ ９７ ９７ ９７ 

 


